
















波 速 昌 勝
Fe-Pd合金等におけるfcc-fctマルテンサイ ト変態の前駆現象の一つとして､通過型電子
顕微鏡便 (TEM像 )中に出現するツイー ドと呼ばれる特徴的なコントラス トが挙げられ
る｡ fcc-fctマルテンサイ ト変態の変態機構として様々なモデルが今までに提案されている
が､ Fe-Pd.Fe-Pt合金に対しては前駆現象を含めた変態秩横を説明するため､ fccオーステ
ナイ ト中に低泊相であるfctマルテンサイ トの核 (エ ンブ リオ)が弾性歪エネルギーを最も
小 さくするような形状をもって生成し､ さらにそれ らが弾性歪エネルギーを最も小さくす
るような配列をとるとするバ リアン トモザイク構造が捷唱されている｡
本研究は､ 動力学的電子線回折に基づいた二波のコラム近似法を用いた回折像コントラ
ス トの計算を行い､ この変態モデルによってFe-Pd合金におけるツイー ドが説明できること
を検証することを目的 としている｡ モデルに基づけば､ 非常に多数のエ ンブリオが歪穏和
のために変態淀度近傍では存在 しているはずであるが､ その配置については弾性相互作用
エネルギーと配置のエ ン トロピーを考慮せねはならず､ それを決定することは計算機の制




温度 372K,292X(それぞれM s点より100K,20K高塩に対応 )
試料厚さ 100 nm (試料面//【110】fcc)
反射の指数 li1,1ll,002(exactBraggcondition)
但 し､fct相のC軸はfccオーステナイ トの 【00日に平行､エ ンブ リオの形状は偏平楕円体





1) 111系統の反射に対 し基底面を t0111とする4種のエンブ リオのうち､
その(110)への トレースが反射ベク トルとほぼ平行となる2種のエン
ブ リオが強い回折コン トラス トを与える｡
2) 002反射による像は111系統の反射のものに比べコントラス トが弱い｡
3) 002反射で試料表面近 くで強いコン トラス トを示す｡
以上の結果はTEM観察によるツイー ドの湿度変化及び回折条件によるコン トラス ト変化
の結果をよく説明している｡
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